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研究開発から社会実装までの関連施策の調査概要

●ねらい
－ 研究開発から社会実装まで一貫して推進すべく、アクションプラン特定施策の関連
施策を調査し、連携施策として取り組むべき課題を検討

●今回の議題の位置づけ
－アクションプラン特定施策の関連施策調査の中間報告
－調査をさらに深堀し、連携施策として取り組むべき課題のとりまとめ案を作成する

●依頼事項
－アクションプラン特定施策の関連施策の整理結果を後日事務局より送付
－社会実装までの全体俯瞰に必要な取組が揃っているか、という観点でご意見※１を
いただきたい ※１ 各構成員の担当は参考資料４の担当分野を中心とする

－いただいたコメントを事務局にて取りまとめ、連携施策として取り組むべき課題をとりま
とめたい
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施策
フェーズ
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種類

施策・取組
担当
省庁

予算
規模

実施
期間

概要 H27AP
ベース施策と

の関係

研
究
開
発

研究開発補助 施策名1

実証実験
施策名2

施策名3

導
入
促
進
施
策

導入補助 施策名4

税制補助 施策名5

普
及
展
開
施
策

普及啓発 施策名6

横
断
的
施
策

規制緩和 施策名7

研究開発段階
研究開発補助

導入促進段階
実証実験
導入補助
FIT
税制優遇
低利融資

普及展開段階
導入補助
情報提供

横断的施策
規制緩和
標準化

技術の熟度に対応した
導入施策の推移

• 技術の熟度に応じて施策
フェーズ毎に整理

• 「規制緩和」や「標準化」など
全体に関与する横断的施策
も整理

研究開発予算については
技術分類ごとに整理

●アクションプラン特定施策の関連施策を整理⇒別紙に主な整理結果を示す
社会実装までの体系的整理のアウトプットイメージ

連携タイプ 連携の内容
1 共通の基礎技術等の入口での連携
2 基礎～応用～実装間での橋渡しの連携
3 規制緩和や導入支援のような出口での連携
4 仕様の受け渡しのようなシーケンシャルな連携

技術開発項目の中心的役割を担う
ベース施策との関係を連携タイプとして
整理（連携タイプは資料1-3参照）

H27AP特定施策は「○」
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